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２０２２年１月２０日 発行

一般社団法人 岐阜県臨床検査技師会
会長 浅野 敦

岐臨技会員の皆様、明けましておめでとうございます。
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
令和3年、新型コロナウィルス感染症の勢いは劣ることは

ありませんでした。新種の変異株が次々と発生し、まだまだ終息には至ら
ないようです。とは言え、ワクチン接種や治療薬の開発が進んできてお
り、明るい兆しが見えてきているのは確かです。
岐臨技の令和3年の活動は、春季・秋季拡大研修会や初級職能開発講習

会、地域ニューリーダー育成講習会など中止となった事業があるものの、
学術部門研修会や岐阜県医学検査学会などは学術部や地区理事の尽力もあ
りWeb配信を利用して開催できました。喜びと感謝の想いでいっぱいで
す。今年は、Web開催のみならず、状況を見つつハイブリッド開催や現
地開催が展開できればと考えています。しかしながら、令和元年に初めて
開催した岐臨技交流会を再開するにはまだまだ時間がかかりそうです。再
開の折りには、前回同様、多くの方に参加していただくことを期待してい
ます。
社会情勢・医療情勢の変化により、我々臨床検査技師を取り巻く背景や

在り方にも変化が及んでいます。度々の法改正が物語っています。平成
26年には検体採取や嗅覚・味覚検査の実施が可能となり、平成30年には
検体検査の精度の確保を目的に責任者の設置、標準作業書や作業日誌の作
成などが義務化され、令和3年には医師の働き方改革推進のためタスクシ
フト/シェアが取り決められました。このような変化を皆さんはどのよう
に感じますか。面倒くさいと思いの方も多いかもしれません。この後は、
勤務する施設の特性に合わせて一層の取捨選択進めて、集中的に実施する
検査（行為）と切り離す検査に分けることも視野に入れてみてはどうでし
ょうか。院内における臨床検査技師の在り方、存在意義も変わるのでは
……。技師長の先生方、まずは施設内で協議をしてみてください。
令和4年は少しずつでも活動の場を広げていき、皆様とお逢いする機会
が多くなることを祈念しております。
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タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会の実技講習会が
全国的に始まりました。中部圏でも三重県はすでに第1回の実技講習会を終
了し、各県も準備を進めているところです。
岐阜県は令和4年2月27日に1回目の実技講習会を予定しており、すでに

60名の枠が満員となっています。
岐臨技は今後、年に3～4回の実技講習を行っていく予定でいます。
本指定講習会は、Webによる基礎講習と都道府県で開催する実技講習から

構成されています。基礎講習には8コンテンツ計700分の動画とコンテンツ
毎の確認試験があるため、実技講習を受ける際は余裕をもって申し込みをし
てください。

① 日臨技ホームページの「タスクシフト／シェアに関する厚生労働
大臣指定講習会」のバナーをクリック

② 案内を確認後ページ下の「講習会に参加を申し込む」をクリック

③ 受講に際しての注意事項を読み、画面下の「受講に際しての注意
事項を確認」に をいれ、「受講会申込はこちら」をクリック



- 3 -

④ 「実技受講開催状況一覧」が表示される。
各県の詳細をクリックし、受講日、残り人数を確認する。
※満席になっていても基礎講習は受けられるので、
「タスクシフト厚労省指定講習会の受講を申請する」をクリック
して受講に進む

⑤ 会員番号、パスワードを入力すると会員メニューの画面になりま
す。上段から順番に基礎講習を受講してください
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⑥ 基礎講習を終了後、「受講証明書」が発行され、実技研修の参加
申請が可能となる。
※実技研修は所属の県主催の研修会のみ申し込みが可能となってい
ます。各県の研修予定を確認して、事前参加申請が「受付」となっ
ていれば受講可能です

詳細につては日臨技受講申請の「受講ガイダンス」をご確認ください。
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視聴参加申し込みが
始まります！

【視聴参加申し込み期間】 令和4（2022）年2月1日（火）～2月21日（月）

【申し込み登録】 専用の参加登録フォームからの事前参加申し込みとなります。
以下のURLもしくは、QRコードを読み取り、専用の登録サイト
にアクセスし、参加登録フォームに入力してください。
登録された方へは、㈱コームラから《学会視聴用の個別ID》と

《個別パスワード》のメールが届きます（2月25日頃を予定）。

参加登録フォーム

https://ics-reg.jp/conv/giringi/entries/add/1

【視聴期間】 令和4（2022）年3月1日（火）10時～3月15日（火）17時
インターネット環境が必要です。
ＰＣ・モバイル（スマートフォン・タブレット）より視聴可能。
《学会視聴用の個別ID》と《個別パスワード》でログインしてください。

視聴後は、投稿フォームの入力・送信をお願いします。

【参加費】 無 料

【生涯教育】 視聴後の投稿フォームに入力ご送信して頂いた方に、専門20点を付与いたしま
す。生涯教育の登録作業は、学会終了後まとめて事務局より行いますので、個々
で行っていただく必要はありません。

【プログラム】一般演題の発表のみ。現時点では10演題を予定していますが、
演題数は若干増える可能性がある事を申し添えます。
教育講演、市民公開講演、ランチョンセミナーは行いません。

【抄録集】 抄録集はＷｅｂ開催ページからダウンロードして下さい。
今回の発表内容の録画・録音はご遠慮頂きますようお願い致します。

★たくさんのご参加をお待ちしております★
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検査部 市岡 里奈

検査部 小川 瑞稀

検査部 岡田 廉盛

検査部 山口 佳祐

検査部 西村 知

岐阜大学医学部附属病院 編

4月から社会人として、そして臨床検査技師
として勤め始めました。国家試験を合格して資
格を取得しましたが、これは同時に臨床検査の
プロとしての責任を負うということになりま
す。したがって、臨床の現場で働き患者の生命
に関わる仕事をしているという自覚をもつこと
が非常に大切だと考えます。また、自らの仕事
のスキルが足りないということを理由に患者が
受ける医療の質を下げることのないように自己
研鑽を続けていきたいと思います。

私は、熱血的でポジティブな人間です。自分へ挑
戦することを大切に14年間に渡り、野球部に所属
しており、アマチュアの選手として今も尚野球を
続けています。
現在、当院では、生理検査部に所属しており、

野球人生の中で肩や肘の故障をきっかけに、関節
エコーでの数多くの症例にとても関心があり、研
究、実験などを重ねて、将来担っていきたい分野
であります。
臨床検査技師の未来、夢ある答えを求めて新しい
道を切り開いていくためにも技師会の活動に積極
的に参加させていただきたいと思います。

この４月から新しく臨床検査技師と
なりました。コロナ禍で大変な世の中
ですが、患者さんの治療が適切に行わ
れるよう正しい検査を実施できる検査
技師を目指して日々の業務に励んでい
きます。
また、常に新しい情報を取り入れ、
自分の中の知識を深めることで治療貢
献の一因となれるように頑張ります。

4月から実際に臨床の現場で働き始め、学校
で学んできた型に当てはまらない検査値の
動きと日々向き合っています。毎日が新し
い学びの連続ですが、先輩方に助けていた
だきながら充実した日々を過ごしていま
す。今後も一日一日の学びを確実に自分の
ものにして、自分の全ての判断・行動に自
信を持てるようになっていきたいと思いま
す。

正確かつ迅速な検査や臨床医への付加価値を
含めたデータの報告など、日々の日常業務を徹
底して行うことで、患者さんへの質の高い医療
の提供が実現できるようにしたいと思います。
また、業務の遂行に加えて、疾患の病態・機序
の解明や有用な診断を可能とするバイオマーカ
ーの探索、従来よりも効果の高い治療を実現す
る新規治療標的の同定などに繋がる研究活動に
も力を入れることでも、医療水準の引き上げに
貢献したいと思います。
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令和３年度

岐阜県精度管理調査報告会

日程：1月23日（日）
13:00～16:00

開催方式：WEB開催

申込期限
：令和4年1月１４日（金）

HORIBA血液WEBセミナー

日程：2月5日（土）
13:00～15:30

テーマ：血液携帯検査の標準化
開催方式：オンライン開催

申込方法：
HORIBA血液WEBセミナーの
チラシまたはホームページ

臨床血液部門研修会

日程：2月5日（土）
～2月13日（日）

テーマ：「精度管理報告会」
開催方式：オンデマンド配信

申込期限
：令和4年1月30日（日）

輸血細胞治療部門研修会

日程：2月5日（土）
14:00～16:00

内容：精度管理報告会 他
開催方式：LIVE配信

申込期限
：令和4年1月31日（月）

臨床一般部門研修会

日程：2月20日（日）
13:00～15:30

内容：精度管理報告会 他
開催方式：LIVE配信

申込期限
：令和4年2月14日（月）
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岐阜県感染症寄附講座の手塚先生と対談が
広報誌に掲載されました

岐阜清流病院 森さゆり

岐阜県では感染症専門人材育成、地域連携による感染制御体制の強化、感染症
学・感染制御学・感染症災害に学術的研究などに取り組むため、感染症の専門
講座として岐阜大学に感染症寄附講座が設置されました。岐阜清流病院にも11
月から特任教授の手塚宣行先生がみえて、ICTラウンドで専門的な知識でご指導
を頂いています。
縁あって今回、病院広報誌「SAYA」vol.５で「COVID-19から生まれた新た
なチーム力」について手塚先生と対談をさせて頂きました。手塚先生から今ま
での感染制御部での活躍や臨床検査技師への期待など、先生の前向きで優しい
人柄全開の有意義な対談でした。是非、皆さんの施設でも読んで頂きたいと思
います。それと人生初YouTube動画も作成しましたので一緒に見て頂けたら幸
いです。
手塚先生にはこれからも臨床検査技師の人材育成に
協力頂けるとのことです。私も楽しみにしています。

明けましておめでとうございます。新型コロナが騒がれるよう
になり早くも２年が経過しました。年末年始も忘年会・新年会
もなく、コロナの検査で終わってしまった施設も多いのではない
でしょうか。このような中、岐阜清流病院の手塚先生と森先生の
感染制御の対談は大変興味があります。森先生ありがとうございま

した。コロナのせいといっては何ですが、やっと今年度２回目の号を出すことが出来
ました。新入会員の抱負も遅くなりましたが掲載することが出来てほっとしていると
ころです。これから３月までは県学会をはじめ各部門の研修会があります。残念なが
らすべてWeb開催となっています。会長の年頭のあいさつにあるように今年はハイブ
リットや現地開催が出来るといいですね。今回タスクシフト/シェアの
講習会の申し込みについて掲載しました。実技講習は現地開催となる
ので皆さん感染防御をしっかりとして参加してください。 (文責 市川）


